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腫蕩効果と副作用について検討した。放射線治療は 319IJで施行した。結果 CR(com plete response，以下 CR
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既往療法 再発部位治療法 効 果
放射線60Gy 頚部リンパ節
喉頭全摘 CBDCA，5FU (4クー ル) PR 
RND 
放射線62Gy 局所再発








































図4 soft tissue massは縮小している
Komatushima Red Cross Hospital Medical Journal 
図5 造影 MR I T1 coronal viewである 上段は治療前、下段は治療後である
















副作用(クール数 N= 15) 
消化器毒性 腎毒t性
悪心 ・P匡吐 8/15 (53%) クレアチニンクリアランス低下 1ハ5( 6 %) 
口内炎 5/15 (33 %) E頁 痛 12/15 (80%) 
下痢 1/1 5 ( 6 %) 
1見 毛 2/15 (13%) 
骨髄毒性
貧血 4/15 (27%) 
白血球減少 11ハ5(73 %) 





















































2 新鮮例 2例、再発例 3例で CR1例、 PR3 
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